
は ･ じ ･ め ･ に

千葉大学喜菌医学研究セ ンタ ー は､ 全国共同

利用研究施設として ､ 病原真菌の研究と真菌に

よる 感染症および中毒症の成因並びに制圧に関

する研究を行い
､

かつ
､ 国立大学の教員その他

の着で
､

この分野 a)R 究に従事する者の 利用に

供する ことを目的に設立されまU た ｡

セ ンタ ー は
､

2 大研究部 門からなり､ 病原真

菌研究部門は真薗感染分野 ､ 系統 ･ 化学分野お

よび平成1 3 年度 に新たに設置された真南資源
/

開発分野の 3 分野と生態分野 (客員3 種) から
､

また分子機能研究部門は機台巨形態分野 ､ 高分子

活性分野の 2 分野 と活性応苔分野 ( 客員2 種)

で構成されて います｡

本センタ ー は国内はもとより､ 海外の研究者との交流を積極的に行い
､ 共同研究を活発に展開して いるほか､

8
,
0 0 0 株以上の病原真菌 ･ 放線菌を研究開発用の遺伝資源として保存活用しており､ 世界的規模で貢献するな

ど､ 病原真菌 ･ 放線菌の世界の中心的研究機関となることを目的に研究を進めて います ｡

本セ ンタ ー はこ れまで ､ 毎年 ､ 真菌 医学研究セ ンター報告を作成して ､ 研究活動 ､ 業績 ､ 人事 に つ いて報告

し
､

さ らに2 年毎にセンタ ー 概要を作成して センタ ー 紹介を進めて きましたが､ さらに研究や体制の変化に柔

軟に対応する ために ､
セ ンタ

ー

ニ ュ
ー

ス を発行する ことになりました ｡ 本ニ ュ
ー

スで は特に真菌に関する トピ

ック的な研究を ｢目で見る葉蘭と真菌症+ シリ ー ズとして 解説すると同時に ､ セ ンタ ー

で行われて いる特徴あ

る研究を積極的に紹介して行く予定です ｡

1) 真南資源開発分野の設置

平成1 3 年度に真菌資源開発分野が新設され､ 教授のポス トの増加と助手の助教授へ の振替が認められ､ 新分野の教

授および助教授に編畠和音および横山耕治がそれぞれ任命された｡

2) 科学技術振興調整膏
平成1 3 年度には文部科学省の科学技術振興調整真の ｢病原真菌 ･ 放線菌の遺伝資源の国際的拠点形成のための基盤

整備+ (代表者 : 西村セ ンタ
ー

長､ 3 年間､ 年間約l 億円) が認められた｡ 本プtj ジ ェ クトには､ 国立遺伝学研究所およ

び理化学研究所にも参加していただき､ 共同研究が開始されている｡



と真菌症 ,y T3 - 渚①
写 真 1 横 の 立 ち 枯れ 木に 自 生す る ス

エ ヒ ロ タ ケ ｡
ヒ ト に 感 染す る 代表 的な

キ ノ コ で 日本中 ど こ で も 見 る こ とが で

き る
｡

キノ コ と感染症

最近, キノ コ に よる感染症が話題とな っ て い ます｡

千葉大学真南医学研究 セ ン タ ー は ､ こ の キノ コ の 感染

症を研究し､ 診断を行 っ て い る日本でただ
一

つ の 施設

です｡

国 キノコ がと卜に 感染する つ て 本当で すか ?
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7三三三言吉,i芸芋三三≡悪霊言
れて い るキノ コ は 2 種類 ( ス エ ヒ ロ タケ ､

ヒトヨ タケ) だ けで

すo で も､ こ れ らは日本国内ど こ にで も よく見 られるキ ノ コ で

す ｡

Eヨキノ コ もカ ピの 一種なの で しよ う か?
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;去漂さ芸警芸器孟言
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t要害空き
似て い ます. 薬で な かな が 台療がう まく行かな い の は ､ そ の た

め で す o ガ ン 細胞に薬が効きにくいの と同 じで すねo

田喜芸芋£:若干
の キノ コ がど うや つ て ヒ 卜の 体に 入リ込む
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無害なキノ コ は人間の抵抗力 (免疫) に勝て ないの で

､ 吸 い込

ま れて もやがて 死滅 して し まい ま すが､ ス エ ヒ 口 夕ケ などは ､

生き残 つ て しまうこ とがある の で す｡ 占い結核や慢性気管支炎

な どで ､ 肺の 抵抗力が弱 い 人はとく に 要注意 で す.
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の 感染 飢 て ､

そう で もあリませ んo

もの す ごく珍 しい こ とだ と思 い ま

これまで に日本で 3 0 例以上が見 つ

か つ て い ます｡ 日本で 診断で きる の は､ まだ 千葉大学喜

菌医学研究セ ン タ丁 だ け で す し､ も ともと診断が難 しい こ とを

考え る と､ も っ とたくさん の 患者さん が
､ 診断の つ かな い まま

苦しん で い る と考え られて います｡

団キノ コ に感染する と どうな るの ですか ?

キノ コ 菌糸が気管支の 中に住み 着い

皿 て
､

セキ
･ タ ン 在どがし つ こ く続 き ます. キノ コ が生 え

る わけで はありませ ん. ア レル ギーを起 こ して ､ 喋息の 症捌こ

な つ た り､ 肺炎の よ うに レン トゲ ン に影が出る こ ともあります｡

稀で す が､ 外国で は肺炎か ら脳炎 にな つ て死亡 した例もありま

すの で
､ 油断は禁物で す｡

園芸さ三宝?誓至芸こ
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囲苦言芸志蓋L
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て ､ タ ン の 中や気管支 の

中の 菌糸を探 し ます｡ 血

液検査で も かな り診 断に

近づく こ とがで きます｡

写 真 2 ス エ ヒ ロ タ ケ が 感

染 し た 患者 さ ん の 肺 の レ ン

トゲ ン 写 真 o



田感染 した らどうすればよい の で し

干
う?

園芸壬ヲ害票≡孟ご三言墓誌…忘…告諾三㌫芸子宗芸
の い る 病院で よく相談する の がよい で しよ うo

匡! キノ コ の感 染を予防する よい方法がありますか?

醍諾霊宝こ霊芝主諾芸子記言諾諾警亡霊
る場

キノ コ を食べ て い る こ と とは 関係がありませ ん｡ ふ だん か ら気

管支や肺を傷め ないよう に注意 して
､

しつ こ い セ キやタン の 時

に は ､ か な らず医院や病院を受診す る こ とで すo とくに以前､

結核に か か つ た ことがある 人や､ 慢性気管支炎､ 気管支拡蛋 症

な どを持 っ て い る人は注意しまし よ う｡

Eヨどこ で 相 凱 た らよ い かわか らない の で すが -

闇孟芸軍票悪書芸苦言≡≡誌苫聖霊三㌘苦笑雷二
+

…三宝
- と協力して 診 断や治療を してくれる 適当な病院を紹介 して い

ます｡

喜菌の細胞構造

写 真 4 ス エ ヒ ロ タ

ケ菌糸の 小さ い 塊を

寒 天 培地 の 真 申に 置

い で 培 養 し発 生 さ せ

た キノ コ の 輸｡
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写真 3 気管 支簸

で 見 たス エ ヒ ロ タ

ケ菌 糸o
こ の よう

に 粘液 と 混 ざ っ て

気管支 をふ さ い で

い る こ と が 多 い .

ご承知 の ように
､ す べ て の 生物は細胞から で き て い

ます｡ そし て そ の 生物を構成する細胞の特徴が､ 細菌,

真菌, 動物､ 植物な どの特徴を決め て い る の ですo

匡】細 配 真菌は どこ が違う の ?

囲警警志≡霊宝よ霊宝諾……芸芸胃宣誓賢忘孟霊宝宝諾言

写 真 1 大 腸 菌 ( 細 菌) の‾電子 顕 微鏡像

N A が細胞の 中に裸で存在 して い て
､ 原 核生物の 仲間で す (写

真l ､ 国1 ) ｡ 一方
､
真菌 ( カ ピ､ 酵母 ､ キ ノ コ の 仲間) は ､

染色体が膜 に包まれた核の 中に存在 して いて
､

ヒトと同 じ真核

生 物の 仲間で す (写真2 ､ 図2 ) o 真菌は ､ 核の 他にミ トコ ン

ドリ ア や小脇体などたくさ んの小器官をも つ て い て ､ 実は高等

な 生物な の です｡

囲1 細 菌細 胞 の 微細構造

細胞壁 をも ち ､ 染 色 体 は細 胞 質 中 に 裸 で 存在 して い て
､ リボ ソ -

ム の 他 に はみ る べ き構造は あ りま せ ん
｡



田真 配 動物 ( ヒ ト, の 細 - よく似て い
予

の?

遜芸塁%
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=冨呈芸
を殺す薬剤 は ヒ 卜の 細胞 に も有害で ､ よく効く抗喜菌剤が少な

い の は こ の ためなの で す｡ 喜菌と動物 ( ヒ卜) の 細胞の 異な る

点は､ 前者が堅 い 細胞壁 を持つ て いる こ とで す.
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織小一札‾( M i)
一 鞄 や

断

筆
-

糊

”

写 真 2 ク リ プ トコ ッ ク ス ( 真 菌) の 電 子顕 微 鏡 僚
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囲 2 真 菌 細胞 の 微 細 構造

核､ ミ ト コ ン ド リア ､ 小 胞 体 ､
ゴ ル ジ体 な ど多く の 細胞 小額官を

も ち ますが ､ 細胞 壁 が あ る点 が動 物 と異 なっ て い ます｡

千葉大学真菌医学研究セ ンタ
ー
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囲 3 動 物 ( ヒT ･) 細胞 の 微細構造

動物も婁核生 物 で , 核 ､ ミ ト コ ン ドリ ア ､ 小 胞 体 ､
ゴ ル ジ体な ど

が あり ､ 真 菌 と細 胞 構 造 が非 常 に よ く似 てい ま す.

(千 葉 大 学 真南医学 研 究セ ン タ ー 機 能 形 態 分野 山 口正視)
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